
マリア様とともに感謝と喜びを！ 

サレジアンシスターズ山中修道院 

シスター濱口八重野 

 

５月は私たちの教会においては聖母マリア様の月、聖母月としてマリア様を思い起こし、祈る

なつかしい月でもあります。 

今、私たちの世界は、平和とはほど遠い現実の中にあると思います。教皇レオ１４世が機会の

あるたびに平和を、暴力廃絶を、特にイエス様の平和を一人ひとりのこころの平和とするように

と私たちに呼びかけていらっしゃいます。 

 昨年私どもは本会に共創立者聖マリア・マザレロに続く二人目の聖人としてシスター・マリア・ト

ロンカッティをいただきました。本当に大きなお恵みで、本会あげて感謝を捧げました。 

 このおおきなお恵みを皆様にもお伝えしたく、「エクアドルのお母さん」として親しまれた聖マリ

ア・トロンカッティを少し紹介させていただきます。 

 

 聖マリア・トロンカッティは、イタリアの小さな村に１８８３年に生まれ、サレジアンシスターズへ

の召命に応え、宣教女としてエクアドルに遣わされて１９６９年に帰天されました。 

彼女はアマゾンの密林に希望の種を蒔き、私たちが愛するより先に私たちを愛して下さる神

の信じるに値するあかし人になりました。彼女は自分のために何も取っておかず、日々いのちを

削りながら自身を神にささげ、信仰、希望、愛徳の力だけにより頼み、どんな難しさも乗り越え

ながら、自分のことは一切顧みず、比類なき献身を貫きました。 

彼女は医療従事者として、人間味ゆたかで、繊細な女性でした。何か願われると医療カバンを

持って、イエスさまとマリア様へのゆるぎない信仰のうちに出発していく、聖書で語られている

強い女性になっていきました。 

このように聖マリアに助けを願って生きたマリア・トロンカッティは、人々から「マドレシタ－優

しいお母さん」と呼ばれて親しみをもって受け入れられていました。 

彼女のこの生き方は深い信仰と扶助者聖マリアに支えられたシスター マリア・トロンカッティ

の体験は彼女に治癒の奇跡をさせただけでなく、人々の尊敬をも勝ち得ることが出来ました。

どんな難しさも彼女にとって乗り越えられないものではありません。 

彼女は、単に身体の医師であっただけでなく、エクアドルの先住民の人々が尊厳をもって生き

るよう、神との出会いの時まで神の子のいのちにふさわしく生きるようにと準備していきました。 

 

彼女の宣教活動は、福音宣教と人間開発において驚くべき活動を遂げていきました。エクアド

ルのシュアル族の中での活動の成功の鍵は、他の何にもまして福音宣教の熱意でした。 

彼女は自分の民、その地の先住民シュアルと白人入植者間の和解のために自分のいのちを捧

げ、１９６９年８月２５日、飛行機事故で命を落としました。その後、先住民族と入植者間の和解が

成立し、マカスには平和が訪れました。 

（発行者）富士吉田カトリック教会 
（住所）〒４０３－０００５ 

 山梨県富士吉田市上吉田３－５－７ 

（TEL）０５５５－２２－３１９９ 

（FAX）０５５５－２５－７００２ 

２０２６年０５月第５２５号 ホームページ http:www.fgo.jp/~catholic/index.html 

おとずれ 



彼女の取次によって奇跡が起こり、教会に認められ、昨年１０月１９日に聖人に上げられました。

私たち サレジアンシスターズは聖マリア・トロンカッティを －母、宣教女、平和と和解を築く人

― として、彼女の生き方を讃え、倣おうと努めています。 

遠くエクアドルに宣教にいきませんが、主がおいてくださった地で、聖マリア・トロンカッティ

のようにイエス様の、マリア様の生き方に倣い、皆様とともに地域の人々への宣教使命に歩んで

いけたらと思います。 

 最後に私たちにも聖マリア・トロンカッティのような宣教への熱意が与えられるように聖マリ

ア・トロンカッティの取り次ぎを願っておわります。 
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2026年イースターパーティご報告 

行事企画グループ 大橋梨々 

 

お天気が心配されましたが、当日は穏やかな春の陽気に包まれ、幼稚園の園庭をお借りして

屋外で開催することができ、恵まれた一日となりました。 

 

今回も、皆さまが準備してくださったお料理を囲みながら交流のひとときを持ち、エッグハン

ティングも行いました。色とりどりの卵を探して走り回る子どもたちの姿に、会場は笑顔と歓声

に包まれました。初めて参加してくれた幼稚園のお友達から、「もう隠れているエッグはない

の？まだ探したい！」という声も聞かれ、子どもたちが心から楽しんでいる様子がとても印象的

でした。 

 

今年は、継続して参加してくださっているご家族に加え、新たな幼稚園のご家庭もお越しくだ

さり、海外からのクリスチャンの方々にもご参加いただくことができました。次男のお友達の顔

ぶれもあり、子どもたちも嬉しそうでした。 

 

また、当日に向けて準備を重ねてくださったチームの皆さまにも、心より感謝申し上げます。

特に幼稚園で配布していただいたチラシが、新たなご参加へとつながったことを嬉しく思いま

す。 

 

さらに、信徒の皆さまからご提供いただいたお食事の中には、ベトナムやフィリピンの料理も

あり、国際色豊かでとても楽しいひとときとなりました。カレーも大変好評で、おかわりを希望

する声が上がるほどでした。 

 

春休み期間中の開催ではありましたが、多くの方にお集まりいただき、にぎやかで喜びにあふ

れる時間となりました。このような機会を通して、新たなつながりが広がっていることを感じ、感

謝しております。ご参加くださった皆さま、またご協力いただいたすべての方々に、心より御礼

申し上げます。 

 



４月教会委員会議事録 

２０２6年４月 11日 

メンバー：千葉神父・新井・江守・大野・小林・福永・和田 

 

1. 「共同宣教司牧サポートチーム神奈川」主催の研修会への派遣について 

＊「管理・運営奉仕者養成」 5月 30日・6月 27日・7月 25日 小林さん、曾根さん 

  ＊「キリスト教入門講座カテキスタ養成エッセンス」 5月 14日開講 新井さん 

  ＊「霊における会話ファシリテーター養成コースフォローアップコース」 開講予定 小林さん 

  

2. 行事企画グループ 

＊復活祭反省と今後のあり方 

・参加者 120人程度。イースターエッグ 200個 

・スタッフの賄い料理を次回より残しておくことにする。（食べるものがなくなっていた） 

・スタッフは全員ミサに参加することとし、ミサ中に準備作業はしないことを徹底する。 

・使用済みトレイの返却口を次回から準備。洗ったトレイは乾かす。 

・カレーは好調。幼稚園のご父兄など後から来たご家族が食べられなかった。次回から量を増やし甘口は 2鍋 

に増やしたらどうか。 

・食事が出ることは、チラシに明記しない。 

・カレー等は今後セルフサービスとし、スタッフによる規制しない。食べたい方はおかわりもしていただき、それ

で完食となってもよしとする。 

・メニュー表の中にアレルギー物質に加え、アルコールの有無も入れることにする。アルコールが入ってない 

食品を並べたテーブルを用意する。 

・テーブルによっては箸、スプーンが足りなかったので、アナウンスが必要かもしれない。（他の余っているテー

ブルから取ってもらう） 

・甘いお菓子系が多かった。 

・ ダルクさんテーブルと幼稚園の先生方テーブルを設けるべきであった。 

＊ミサの場所、集合写真について 

・聖堂 6人掛けにし、集会室に 20席ほど設けたが一杯。カーポートに椅子を置き音声だけ出すようにしては 

どうか。（外だと TVの画面が暗くて見えにくい為）現状テレビから音声を出さずにいるが、音声を出して対応 

するなど工夫したい。 

・集会室では衛生面も考え、料理だけ並べるようにしたほうが良い。 

・集合写真は時間をとってしまい、久しぶりに来た方々との会話で並ぶ協力が余り得られない。 

・今後集合写真は毎年撮らず、司教様来訪時や創立○○年等記念の年に撮ることにする。乾杯の時の輪を作っ 

た所の写真とか途中で写真を撮るなど（スナップ写真等）してみてはどうか。 

・英語、ベトナム語のアナウンスの必要性がある。共同代表から英語を話せる方にお願いする。 ・ミサ中、園庭に 

いる人、子どもたちには静かにしてもらうようにお願いする。 

＊エッグハンティングなど 

・幼稚園関係のご家族 4組 

・椅子が足りなかったのを察して幼稚園の先生方が長椅子を出してくださり、子どもたちにはちょうど良いサイ 

ズだった。 

・ハンティングで会計室に入っている子供がいたので鍵をかけることを忘れずに。 

・多くとってしまう子がいたり、取れない子もいた。来年から子供に隠させるのもどうか。 



「たくさん取れた子は、取れなかった子に分けてあげて」と呼びかけてみる。 

＊日曜日のお茶会などについて 

・担当が 1人でやることもあり、負担が大きい。 

・「世界情勢を考えると月 1回でも良いのではないか？この先パーティーもできるかどうかわからない。 

物価上昇、世界情勢等「皆で控えめ犠牲の日々」を考えていきたい」との意見があった。 

・このような時代状況だからこそ皆で交わり分かち合うことで元気をもらうことが必要なのではないか。 

 ・スタッフが聖歌隊メンバーと重なっていることもあり、早めに練習のスケジュールを教えてほしい。 

 ・行事の時の直前の練習時間の検討をお願いしたい。 

 

３. 典礼グループ 

＊聖週間の典礼に関しての反省 

・侍者など決めるのに当日まで手間取った。復活徹夜祭は復活のろうそくを持つ担当者など決めておく。 

・先唱のアナウンスをして良いかどうか迷った。聖なる過越しの三日間のミサ等は先唱のアナウンスを 

しないといけないようだ。 

＊横浜教区典礼研修会動画視聴と分かち合いについて 

 ・動画配信の長さが非常に長いため、分かち合いの仕方が難しい。シスター三ケ部が「おとずれ 4月号」で 

報告してくださったこともあるので、お知らせだけにする。 

 

4. 広報グループ 

＊５月号おとずれ印刷スケジュール 

  ・4月 19日原稿締め切り、25日印刷 ・巻頭文 サレジアンシスターズ濱口八重野 

 

5. 地区共同宣教司牧委員会・信仰を伝える力を育てる部門 

 ＊検討していた 5月 23（土）富士山 2合目巡礼は中止とする。宣教司牧委員会本年度第 1回目が５月 31日 

なので、それ以前に行事を実施することが難しいため。 

 

6. 営繕グループ 

 ＊マリア像再塗装進捗状況（5月連休あたり完工予定） 

 ＊聖堂白い木の台の足元補修塗装 

 

7.その他 

 ＊佐々木成子さんを山梨地区共同宣教司牧委員会の信仰を伝える部門の担当者（大野さんをサポートする 

スタンス）として富士吉田教会から派遣する。 

 

教会記録 
◎洗礼 おめでとうございます。 

４月 5日 マリア インマクラータ  遠藤 小茉莉
こ ま り

ちゃん 

◎転会・堅信 共に歩みましょう。 

4月 5日  アンダモ ダルウィンさん 

◎異動 サレジアンシスターズ山中修道院 

＊Sr.マリア西田聡子（大分修道院へ）  オルガンのご奉仕等、聖歌隊と共に歩んでいただき、 

誠にありがとうございました。 

＊Sr.テレジア杉田勢津子（大分修道院から）どうぞよろしくお願いいたします。 



教会委員会臨時会議事録 

２０２6年 4月 11日 11:30～ 

メンバー：千葉神父・新井・江守・大野・小林・福永（明）・和田 

オブザーバー：福永好雄 

◎教会墓地をめぐる 4月 11日までの経緯 

＊「教会墓地管理使用規定」「教会共同墓地細則」「共同墓地使用申込書」を教区事務局長谷脇神父様に送付した

ところ、教区法務担当白井氏より「富士吉田カトリック教会 教会共同墓地管理使用規程」として修正案をいた

だく。 

＊月々の管理料については、普通預金１より正常に引き落とし開始 

 

◎「富士吉田カトリック教会 教会共同墓地管理使用規程」を基に検討 

＊教会委員会メンバーより様々な疑問点が出てきたため、「法務担当白井さんにおいでいただき、ご回答いただ

いた方が良い。」とのことになり、神父様よりお願いする。 

 

教会日誌 （202６年３月１６日～202６年４月１５日） 

【3月】 

28日（土） 典礼グループ（曾根、江守、中村、和田）枝の主日用ソテツ準備。 

        広報グループ おとずれ 4月号印刷作業 

29日（日） 行事企画グループ イースターパーティー打ち合わせ 

【4月】 

4日（土） 16時〜イースターパーティー前日準備。 

       17時〜聖歌隊練習 

5日（日） 8時〜パーティー準備。行事企画グループ 

ダルクの皆さん、パーティー会場設営（リーダー和田）、パーティー終了後 片付けと反省会。 

9日（木）キリスト教入門橋座カテキスタ養成「基礎コース」  新井静香 

11日（土） 教会委員会、臨時会 

 

お知らせ 

◎2026年四旬節愛の献金ご報告 

 本年度は 37,630円の献金をいただき、全額カリタス・ジャパンに送金いたし

ました。ご協力ありがとうございました。 

2月に始まったイラン攻撃により、この四旬節は中東中心に不穏な状況が続き、

今なお平和への道筋が開けない状態です。 

 「ガザ人道支援募金」につきましては引き続き、主日のミサの折りに献金箱を聖堂後方に置きますの

で、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。                 奉仕グループ・財務チーム 

◎動画視聴のご案内 

 おとずれ 4月号でシスター三ケ部がレポートしてくださった典礼研修会「教皇レオ 14世の時代に教会

が進む道」の模様が、横浜教区典礼委員会の YouTubeチャンネルで動画配信されています。 

「第 44回横浜教区典礼研修会」で検索するとご覧いただけます。 

 



こ よ み 

５月 

日付 教会暦 行事内容等 日曜学校 

5/0３(日) 復活節第 5主日  ○ 

5/09（土）  教会委員会 10：00  

5/10（日） 復活節第 6主日 世界広報の日（献金） ○ 

5/16（土）  
シスター滝口の信仰講座（2026年度 

第 1回）山中修道院 
 

5/17（日） 主の昇天 山中修道院聖母祭  〇 

5/24（日） 聖霊降臨の主日 聖歌隊練習 〇 

５/31（日） 三位一体の主日 第 1回地区共同宣教司牧委員会 〇 

 

＊御ミサは毎週日曜 9:30開始です。変更ある場合のみ表に記載します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

    イタリア語教室（月曜１０時）：11，18，25 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

６月予定 

・ 07日（日） キリストの聖体 

・ 13日（土） 教会委員会 

・ 14日（日） 年間第 11主日 

・ 21日（日） 年間第 12主日 

・ 28日（日） 年間第 13主日 聖ペトロ使徒座への献金 

 

 

5月のミサ奉仕 

日 先唱 第１朗読 第２朗読 侍者 香部屋 

3 曾根 美香 東海林 義夫 大野 隆 中田 春美 中田 一雄 江守 香代子 

10 小林 恵美子 堀内 千鶴 深沢 みどり 大野 純佳 中田 春美 角 幸子 

17 大野 隆 小林 恵美子 山田 恵子 中田 春美 山田 信一 曾根 美香 

24 東海林 義夫 ヴ ティ ホア 中田 一雄 山田 信一 ミン 中村 すみ子 

31 江守 香代子 和田 一郎 グエン ティ カ ミン 山田 信一 小林 恵美子 

 


